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広東住血線虫の実験的中間宿主について
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本邦においては今日まで広東住血線虫の主要な中間宿

主として沖繩ではアフリカマイマイAcAazi"α九"cα，

アシヒダナメクジＬａｅｕｉａＭｉｓａＪ/e(Nishimura,１９６６；

安里｡岸本,1976)並びにシユリマイマイＳａＺｓ""zα(ＣＯ"i‐

g/o6z`s),"eγcaZoγ/α,オキナワウスカワマイマイＦγ”Ci‐

CO/α(ＡＣ"sZα)aeSlbeclfa,パンダナマイマイＢ,mZy6ae"α

circz`lIzls(安里・岸本,1976)，′I､笠原(父島・母島)ではア

フリカマイマイ（堀ら，1973ｂ；1974)，東京港湾地区

ではコウラナメクジ類（堀ら，1973a）が知られている．

一方実験的にはYanagisawa（1967）が数種の日本産貝

類について感染実験を行ない，実験的中間宿主になるこ

とを証明している．

今回は数種の日本産陸棲貝，淡水貝およびコウラナメ

クジについて本線虫幼虫の感染実験を行ない，体内での

発育を観察し，知見を得たので報告する．

容器内を湿室にして飼育し餌はレタスを与え，濾紙およ

び餌は毎日取り替えた．感染方法はあらかじめ，感染ラ

ット糞便を浄水で溶かし，遠心沈殿した沈法糞便（カバ

ーグラス18ｍｍ×18ｍｍ当り第１期幼虫約10匹を含む）

を飼育容器内のレタスの上に置き，餌として与え約24時

間摂食させた．

淡水貝の飼育は２５Ｃの｣恒温室内で行い，熱帯魚用水

槽（45ｃｍ×30ｃｍ高さ30ｃｍ）で飼育し餌はレタスとラ

ット用固形飼料を粉末にして与えた．感染方法は陸棲貝

の感染で用いた同じ型の容器を用い，水中には20～25個

の貝を入れ，あらかじめ，遠心沈澱した感染ラット糞便

沈澄を容器底に静かに投入し，貝に約24時間摂食させ

た．摂食後は飼育用水槽に移して飼育した．

広東住血線虫幼虫の検出は陸棲貝および淡水貝共に摂

食後14～42日の間に行ない個体毎に殻長を計測し，その

後殻を取り除き，軟体部を細かく切りきざんで１％塩酸

ペプシンによる消化法で４０～45Ｃの孵卵器内に約30分

放置し，ガーゼで濾過し，遊出した幼虫の有無を調べ計

数した．なおオナジマイマイモドキおよびチャコウラナ

メクジについては摂食後経時的に体内での幼虫の発育状

況を観察した．またオナジマイマイモドキ，セトウチマ

イマイおよびインドヒラマキガイから検出の第３期幼虫

のラットへの感染実験も行った．

材料および方法

実験に供した陸棲貝は沖繩石垣産オキナワウスカワマ

イマイル”icicom（AcwsZα)aeWcjfa（Photo，１)，小

笠原母島産オナジマイマイモドキルａｃＭａｅ"αoceα"ia

Habe，１９６２（Photo、２)，岡山県産セトウチマイマイ

EzZ/ｍｃＪｒａノiicﾊo"iｓ（Photo、３）および埼玉県毛呂山町

産オカモノアラガイＳ"Cci,ＪｅａＪα"/ａ（Photo、４）の４

種,淡水貝は神奈川県伊勢原産カワニナＳｅ"zzMcospi7-a

Zi6e7Zi"ａ（Photq5）および静岡県下田で採集し継代飼

育したインドヒラマキガイ１Ｍ”〃"ｏ７６ｉｓｅ工"ｓｍＳ

(Photo、６）の２種，コウラナメクジ類は東京晴海産チ

ャコウラナメクジＬｉ,"α工，"αγgi"ａｍｓ1種の計７種で

あった．

陸棲貝およびチャコウラナメクジの飼育は２５Ｃの恒

温室内で行い，径約12ｃｍ，高さ約11ｃｍの蓋付ガラス容

器を用い蓋の内側および容器の底に湿った濾紙を置き，

成績

貝類およびチャコウラナメクジ内における感染状況：

オキナワウスカワマイマイ，オナジマイマイモドキ，

セトウチマイマイ，オカモノアガイラ，カワニナ，イン

ドヒラマキガイおよびチャコウラナメクジについての感

染状況はＴａｂｌｅｌに示す通りである．これらの体内で

第３期幼虫まで発育したのはオキナワウスカワマイマ

イ，オナジマイマイモドキ，セトウチマイマイ、オカモ
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TablelExperimentalinfectionofsnailsandaterrestrialslugwith

first-stagelarvaeofA"giosZγo"gyZzzscα"Zo"e"sｉｓｉｎｒａｔｆｅｃｅｓ

Ｎｏ．of

snails
infected

（％）

Averagenumber
ofthe3rd-stage
larvaefound

persnail

Average
numberof

larvaefound

persnail

Ｎｏ．of

snails

tested

Day
after

infection
LocaltySpecies

Ｏｋｉｎａｗａ，
Ishigaki-jima

Ogasawara，
Haha-jima

Okayama

Saitama，
Moroyama

Kanagawa，
Isehara

Kanagawa，
Shimoda

Tokyo，
Ｈａｒｕｍｉ

Fγ""cicoJq(ＡＣ"Srα）ａｅＷｃＺａ ６２（33.3）２．０4２ ２．０

BracZy6ae"α０ｃｍ"/α

Ｅ"/iα‘γα/i/CAO"/ｓ

Ｓ"cci"eα／α"、

14～2０３３３３(100）３８．４

１７６３（５０）12.5

14～3０１３９（69.2）14.0

14～2０３３１（３．０）0.3

14～2５２２９（40.9）3.6

15～1８１５１５(100）１８．６

3４．６

１１．３

１０．７

０

２．４

１６．７

比γ"iszJZcoSPi7α〃6ｅ７が"ａ

IMOpm"o76isC工szJZ"ｓ

Ｌ〃α工（ルハ"Jα""/α）
〃zαγｇｚ〃ａｍｓ

ノアラガイ，インドヒラマキガイおよびチャコウラナメ

クジの６種であった．

オキナワウスカワマイマイ；殻長平均14.3ｍｍ，殼幅

平均12.6ｍｍの成貝で摂食後42日目の検査で陽性率33.3

％で，何れも第３期幼虫にまで発育しており，陽性貝１

個宛の平均数は2.0であった．

オナジマイマイモドキ：殼長平均12.0ｍｍ殻幅平均

１００ｍｍで摂食後14～20日の検査で陽性率100％，陽性

貝１個宛の平均第３期幼虫数は34.6であった．

セトウチマイマイ：殼長平均14.5ｍｍ，殼幅11.1ｍｍ

の貝で摂食後17日目の検査で陽性率50％，陽性貝１個宛

の平均第３期幼虫数は11.3であった．

オカモノアラガイ：殻長平均18ｍｍ,殻幅平均11.0ｍｍ

で摂食後14～30日の検査で陽性率69.2％，陽１性貝１個宛

の平均第３期幼虫数は10.7であった．

カワニナ：殼長20～30ｍｍの成貝を使用，摂食後14～

20日の検査で陽性率3.0％と低く，第３期幼虫は全く検

出されず，摂食後20日目の観察で陽性貝は１個体で僅か

に第２期幼虫（体長平均376.7β,体幅平均28.4β）が検

出されたのみであった．

インドヒラマキガイ：殻長平均14.2ｍｍ殼幅平均12.0

ｍｍで摂食後14～２５日の検査で陽性率40.9％，陽`性貝

１個宛の平均第３期幼虫数は2.4であった．

チャコウラナメクジ：自然感染のないものを選び，体

長平均28.0ｍｍ，体幅7.0ｍｍで摂食後15～１８日の検査

で陽性率100％，陽性ナメクジ１個体宛の平均第３期幼

虫数は16.7であった．

オナジマイマイモドキ内における広東住血線虫幼虫の

発育状況：

オナジマイマイモドキは小笠原父島・母島には多数常

在する小形の陸棲貝であるが自然感染はみられなかった

(堀ら，1974)．この貝に感染実験を行ない，摂食後１

日，３～７日，１０日，１５日および20日目の５段階で経日

的に取り出し，貝内での幼虫の発育過程を観察した．そ

の発育状況は，Ｔａｂｌｅ２に示すように,摂食後１日目は

陽性率100％で第１期幼虫のみであった．３～７日目では

第１期幼虫および第２期幼虫を検出，大部分(79.4％)は

第２期幼虫まで発育していたが，第３期幼虫は検出され

なかった．１０日目では陽性率100％，第１期幼虫は検出

されず，第２期幼虫および第３期幼虫が検出され68.1％

が第３期幼虫であった．１５日目では第２期幼虫および第

３期幼虫が検出され，８１．９％が第３期幼虫まで発育，

20日目では殆んどの幼虫（97.1％）が第３期幼虫であっ

た．このことから,オナジマイマイモドキ内では,約２週

間で大部分の幼虫が第３期まで発育することが分った．

また第１期幼虫，第２期幼虫および第３期幼虫の各期毎

に虫体を計測した．Ｔａｂｌｅ３に示したように第１期幼虫

は体長平均0.28ｍｍ（0.27～0.29ｍｍ)，第２期幼虫は体

長平均0.37ｍｍ（0.32～0.42ｍｍ）および第３期幼虫は

体長平均0.47ｍｍ（0.45～0.49ｍｍ）であった．

チャコウラナメクジ内における広東住血線虫幼虫の発

育状況：

チャコウラナメクジは東京晴海で多数採集され，この

地域では高率に自然感染のみとめられた種である（堀

（１５）
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Tabｌｅ２ＴｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｌａｒｖａｅｏｆＡ．ｃα"Zo"ｅｌｚｓｉｓｉｎＤａＣＭａｅ"αｏｃｅａ７１ｉａ

Ｎｏ．ofsnails

infected

（％）

ＡｖｅｒａｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆａｃｔｉｖｅｌａｒｖａｅｏｆＡ・Ｃａ"わ"e"siｓＮｏ．of

snails

tested

Daysafter
infection

lst-stage(96）２nd-stage(％）３rd-stage(％）Total

15.6(100）

３．１（20.6）

６(100）

26（86.7）

14(100）

21(100）

12(100）

６
５
０
７
６

●
●
●
●
●

５
８
７
２
８

１
１
２
３
４

１

３～７

１０

１５

２０

６
０
４
１
２

３
１
２
１

15.4(79.4）

８．６(31.9）

５．９(18.1）

０．８（2.9）

18.4(68.1）

26.8(81.9）

47.8(97.1）

Table3MeasurmentsoflarvaeofA．ｃα"Zo"e"sisobtainedfromBγαcZy6ae"αｏｃｅａｍ（ｍ、）

Distancefromanteriortipto
Ｎｏ．of

larvae
Body
length

Ｂｏｄｙ
ｗｉｄｔｈ genital

primordium
posteriorend
ofoesophagus

ｎｅｒｖｅ
●

ｒｌｎｇ
ａｎｕｓ

lst-stage
larva

1０Ｍｅａｎ Ｏ､２８

０．２７

Range～
０．２９

２０Ｍｅａｎ Ｏ､３７

０．３２

Range～
０．４２

２０
Ｍeａｎ ０．４７

０．４５

Range～
０．４９

0．０１ ０．０８

０．０７
～

０．１０

０．１４

０．１３
～

0．１６

０．１７

０．１６
～

０．１９

０．２５

０．２４
～

０．２６

０．３４

０．２９
～

０．３８

０．４３

０．４１
～

０．４５

2nd-stage
larva

０．０３

０．０２８
～

０．０３４

０．０２６

０．０２６
～

０．０２８

0．０７

０．０６
～

０．０８

０．０９

０．０８
～

０．０９

０．２２

０．２０
～

０．２５

０．２９

０．２６
～

０．３０

3rd-stage
larva

Tabｌｅ４ＴｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｌａｒｖａｅｏｆＡ．ｃα"２０"e"ｓｉｓｉｎＬ〃αｚ〃za79gi"ａｔ"ｓ

Ｎｏ．of

snails

infected

（％）

Ｎｏ．of

snails

tested

AveragenumberofactivelarvaeofA．ｃα"わ"e"siｓ
Daysafter
infection

lst-stage(％）２nd-stage(96）３rd-stage(％）Total

５（62.5）

９（90.0）

15(100）

27.5(100）５～６

１０

１５～1８

2７．５

２２．７

１８．６

８
０
５
１
１

17.1(75.3）

１．９(10.1）

５．６(24.7）

16.7(89.9）

ら，1973a)．実験に供したチャコウラナメクジは自然感

染のみられなかった６月に採集し，実験に先き立ち２群

に分け，１群（30個体）は直接広東住血線虫幼虫の感染

有無を検査し，感染していないことを確め，他の１群に

ついて幼虫感染実験を行った．

チャコウラナメクジに第１期幼虫摂食後は，５～６日

目，１０日目および15～18日目の３段階で，経日的に体内

での幼虫の発育過程を観察した．幼虫の発育状況は

Ｔａｂｌｅ４に示した．摂食後５～６日目では陽性率62.5

％，第１期幼虫のみであった．１０日目では陽性率90％，

第２期幼虫および第３期幼虫が検出されたが，大部分

(75.3％)は第２期幼虫であった．１５～18日目では陽‘性率

100％，第２期幼虫および第３期幼虫が検出された．検

出された幼虫の大部分（89.9％）は，第３期幼虫で第２

期幼虫は僅かであった．以上のことから，チャコウラナ

メクジ内でも，オナジマイマイモドキ内での発育と同様

摂食後約２週間で，大部分の幼虫が第３期幼虫まで発育

することが分った．

貝類およびチャコウラナメクジより検出の第３期幼虫

のラットへの感染実験：

実験的に貝類およびチャコウラナメクジに第１期幼虫

を感染させ，検出された第３期幼虫が，宿主内で成虫に

なるかどうかを調べるために，ラットへの感染実験を行

なった．

（１６）
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Table5Experimentalinfectionofratswith3rd-stagelarvaeofA．ｃα"Zo"e"sis

fromsnailsandterrestrialsluｇｂｙｏｒａｌｆｅｅｄｉｎｇ

ＡｖｅｒａｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆＡ．ｃα"Zo"e"sis
recoverd

Ｎｏ．ｏｆ

３rd-stage
larvaefed

Ｎｏ．ｏｆ

ｒａｔｓｕｓｅｄ
Recoveryｒａｔｅ

（％）
Species

Male Female Total

７(2～10)＊

4

10(6～14）

10(5～16）

９(5～12）

6

11(6～23）

11(9～14）

39.2(20～55）

38.4

52.5(30～87.5）

55.0(38～67.5）

aα`Ｍａｅ"αoceα"ｍ

ＥｚｚｈａｃＪｒａハガcえ"ｉｓ

ＩＭｏｐｍ"o沁ｉｓｃ工ｚＪｓｍｓ

Ｌ伽αエガza7gi"αZzJs

16（８～22）

10

21(12～35）

21(14～27）

判
別
仙
仙

７
１
４
３

＊Range

Table６ＭｅａｓｕｒｍｅｎｔｓｏｆＡ．ｃα"Zo"e"sisobtainedfromratsinfectedｗｉｔｈ

３rd-stagelarvaegrowninBacMae"αOCCα"/ａ（ｍ、）

Ｍａｌｅ ｌＯｗｏｒｍｓ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙｗｉｄｔｈ（atwidestpart）

Lengthofoesophagus

Lengthofsupicule

Ｍｅａｎ

1９．５

０．３

０．３

１．１９

Ｒａｎｇｅ

１７．８～2０．６

１．１７～１．２５

Female ｌＯｗｏｒｍｓ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙｗｉｄｔｈ（atwidestpart）

Lengthofoesophagus

Vulva（distancefromposteriorend）

Ａnus（distancefromposteriorend）

ｎ
〔
び

く
ｂ

ａ
１
Ｌ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ワ
］
〈
Ｕ

ｅ
。
。
。
。
。

Ｍ
妬
０
０
０
０

Range

23､２～２６．４

０．３８～０．４

０．２～０．３

０．０６～０．０７

ラットへの感染実験を行ったのは，第３期幼虫が検出

されたオナジマイマイモドキ，セトウチマイマイ，イン

ドヒラマキガイおよびチャコウラナメクジの４種であっ

た．

ラットへの感染方法は，実体顕微鏡下で確実に計数し

た第３期幼虫を，経口感染用長針(長さ８ｃｍ)を用いて，

確実にラットの胃に達するように注入した．注入後は約

50日目に剖検し，肺動脈内の成虫の有無および寄生数を

調べた．

成虫の寄生状況は，Ｔａｂｌｅ５に示したように，虫体回

収率平均はオナジマイマイモドキ39.2％(20～55％)，セ

トウチマイマイ38.4％，インドヒラマキガイ52.5％（３０

～87.5％）およびチャコウラナメクジ５５．０％（38.0～

67.5％）であった．おな，オナジマイマイモドキより検

出の第３期幼虫をラットに感染させて得られた成虫，雌

および雄10匹宛を計測し,その成績はTable6に示した．

雄虫は体長平均19.5ｍｍ（17.8～20.6ｍｍ)，雌虫は体長

平均25.1ｍｍ(23.2～26.4ｍｍ）であった．

考察

本邦において，本線虫の中間宿主の自然感染のみとめ

られた沖繩，小笠原や東京港湾地区での採集材料をも含

めて，陸棲貝，淡水貝およびチャコウラナメクジが，実

験的中間宿主になり得るかどうかを観察した．

本邦においては，Yanagisawa（1967）が数種の日本

産貝類を用いて感染実験を行ない，感受性があったとの

べ，コハクガイ，オカチヨウジガイ，ウスカワマイマイ

およびミスジマイマイがヒダリマキマイマイ，サカマキ

ガイより感染性が高かったとのべている．また多田

(1975)は，北海道で普通にみられるブレキマイマイＦ・

(Ａｉ"o肋Jir）６〃たeα"αでの感染実験で,感受性のあった

ことを報告している．安里・岸本(1976)は，沖繩でオキ

ナワウスカワマイマイについて自然感染がみとめられた

という．今回の実験で，陸棲貝オキナワウスカワマイマ

イ，オナジマイマイモドキ，セトウチマイマイ，および

オカモノアラガイに感受性がみられた．中でも，オナジ

（１７）
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マイマイモドキは高い感受性がみられた．Wallaceand

Rosen(1969ａ，ｂ)は，同属のオナジマイマイBracZy6‐

αe"αｓｉＭｍγｉｓにオアフ島およびハワイ島で自然感染

をみとめ，安里・岸本(1976)は，沖繩で同属のパンダナ

マイマイＢ、`Ｍａｅ"αｃｉγc"んｓに自然感染をみとめ

た．淡水貝カワニナについては，摂食後20日経過しても

第３期幼虫は検出されず，実験的に中間宿主になり得な

いものと思われる．インドヒラマキガイは感受性がみら

れ,Ｂｉo"ＷｌａｍγｉａｇＪａ６γαZαと共に好適な実験的中間宿

主になると思われる．チャコウラナメクジについては，

自然感染がみられたように，実験的にも高い感受性がみ

られた．

チャコウラナメクジおよびオナジマイマイモドキにつ

いては，第１期幼虫摂食後体内での発育過程を観察し，

両種共約２週間で，大部分の幼虫(80～90％)が第３期幼

虫まで発育することが分った．またオナジマイマイモド

キ，セトウチマイマイ，インドヒラマキガイおよびチャ

コウラナメクジで検出の第３期幼虫の，ラットへの感染

実験により成虫が得られた．

以上のことから，オキナワウスカワマイマイ，オナジ

マイマイモドキ，セトウチマイマイ，オカモノアラガイ，

インドヒラマキガイおよびチャコウラナメクジの６種

は，実験的に中間宿主になり得ることが分った．

まとめ

日本産普通種の陸棲貝オキナワウスカワマイマイ

、r〃cioCom（ＡＣ"sZα）ａｅＷｃｒａ，オナジマイマイモド

キル`z`Zy6ae"αｏCeα"/α，セトウチマイマイＥ"/ｉＭｍ

ﾉbic肋"is，オカモノアラガイＳ"cc/"eα〃'`'α，淡水貝カ

ワニナＳｃ〃SzZJCoゆれz，／i6e7r/"α，インドヒラマキガ

イＺ７ｚａ”Zα"o茄ｉｓｅ工szzz"ｓおよびチャコウラナメクジ

L〃α工（ルノi"zα""ｍＭｚα'agz"αZz`ｓの７種を用いて，実

験的に広東住血線虫の中間宿主になり得るかどうかを検

討し，次の結果が得られた．

１．オキナワウスカワマイマイ，オナジマイマイモド

キ，セトウチマイマイ，インドヒラマキガイおよびチャ

コウラナメクジの６種は，これらから検出の第３期幼虫

のラットへの感染で成虫が得られ，実験的に中間宿主に

なり得る．

２．カワニナは，感染実験で第３期幼虫までの発育は

みとめられなかった．

３．オナジマイマイモドキおよびチャコウラナメクジ

で，摂食後約２週間で大部分の幼虫は第３期幼虫まで発

育した．

稿を終るにあたり，採集した貝類の同定に国立科学博

物館波部忠重博士の御教示を賜わり，深謝致します．な

お本論文の一部は第43回日本寄生虫学会（大阪，1974）

および第４5回日本寄生虫学会（弘前，1976）において発

表した．
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j Abstract j

EXPERIMENTAL INTERMEDIATE HOSTS OF ANGIOSTRONGYLUS

CANTONENSIS: STUDIES ON SNAILS AND A SLUG

Eitaro HORI

(Department of Parasitology, Saitama Medical

School, Saitama, Japan)

ROKURO KANO and Yoshiko ISHIGAKI

(Department of Medical Zoology, Tokyo Medical and

Dental University, Tokyo, Japan)

Four species of terrestrial snails, Fruticicola (Acusta) despecta, Bradybaena Oceania,

Euhadra hickonis and Succinea lanta, two species of aquatic snails, Semisiilcospira libertina and

Indoplanorbis exustus, and one species of slugs, Umax marginatus, were experimentally ex

posed to rat feces containing a large number of the first-stage larvae of Angiostrongyliis

cantonensis.

F. (A), despecta, B. Oceania, E. hickonis, S. laula, I. exustus and L. marginatus were

found to be infected with A. cantonensis larvae, while no third-stage larvae were found in S-

libertina. Most of the infected larvae in B. Oceania and L. marginatus were grown to the

third-stage larvae within two weeks after exposure. The resulting third-stage larvae from

these mollusks could be grown to the adults in rats.
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